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木を使用している箇所は頭部と同様に、塑土を用いている箇所は上記の方法と同様に行
うこととする。台座は仕上げが塗られた上に、漆→金箔→赤漆と3層構造になっているこ
とから、その構造を基に修復を行う。
①オリジナルの台座に残っている模様か
ら修復箇所に施す模様を推測し、赤い
箇所を切り抜いた型紙を作成する。
②金箔下地として黒漆を台座に塗る。
③金色の模様が来る箇所へ金箔を貼る。
④型紙を当て赤漆を塗り、型紙をはがす。
赤漆はナンマンニヤー（白い漆）に赤土
を混ぜたものを使用する。
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写真⑭仏像番号42台座背面
|ラー イラー オを描く｜
修復を施す際に描く模様について記しておく。下の写真の様なラオスのデザイン、文様、
模様、柄のことを「ラーイラーオ」という。ラオスは度重なる戦争・内戦により破壊・略
奪され、成長と発展が妨げられてきたが、その中でたくましく生き延び、現在まで引き継
がれているものがラーイラーオと呼ばれる様式である。ビスンナラート寺院の他の仏像の
台座模様である写真⑮の模様は砂糖黍の花を模したことから「ドックダォーペェーダァ
ーン」（砂糖黍の花という意）と呼ばれる。先の時代から職人によって引き継がれてきた独
自の伝統美術で、ラオスの芸術において重要な位置を占めている。ラーイラーオはお寺の
装飾に使われるのが代表的だが、深くラオスの生活に浸透しており、ラオスで見られる机
や椅子、扉等に施された木彫装飾のほとんどはラーイラーオによるものである。龍は守護
神とされており、寺院の入り口では必ずラーイラーオの龍が設置されている。ラーイラー
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された、柔らかなイメージの「ルアンプラバン様式｣、
鋸の歯や木の葉のトゲから主に発想しデザインさ
れたシャープなイメージの「ビエンチャン様式｣、
その他「シェンクアン様式｣、「チャンパーサック
様式」などがある。
修復対象となっている仏像の模様は、花と蔓植
物を模している。下の2つの写真⑯⑰がそれであ
る。ラオスでの模様の名称は、カボチャの花、糖
黍の花、蔓植物など模した対象の物の名前がその
まま付いていると思われる。
オの中にはシダの葉の形からデザイン
ゼ???
鵠
砂写真⑮ドックダオーヘェーダァーン
ロ
ラーイラーオを描くには、まず自然をよく観察し、自然の中に存在する美しい形態を抽
出しより美しくなるよう変化を加えて、美しく秩序のある形・文様を創造することから始
まる。自然そのままを写すのではなく自然から学びそれをより高い次元にまで昇華す~る。
例えば、花や葉の形、炎の形、魚の歯の形等から、美しい秩序ある形を創り出すのである。
､
写真⑯ドックパチヤムヤーム写真⑰ライクヮ
腕の模様。ライクヮとは蔓植物全般を指す。
花と蔓植物が合わせた模様である。大部分の模様が蔓直物を模した
模様で描かれている。
ただ元ある形に修復するのではなく描かれているものの意味を考え、そのことを意識し
ながら、修復対象である塑像に模様を描いていくべきであろう。
なお、レンセーンに類似した技術が「土紋」と呼ばれ日本にも存在するので簡単にふれ
ておきたい。レンセーンは漆に灰を混ぜるが、土紋は漆に地粉（じのこ）を混ぜ、ビスケ
ット状に抜いた塑士を木像の法衣や甲冑に貼付し文様とした技法で、鎌倉時代後期から室
町時代にかけた約100年間の間に造られているところに特色がある。型抜きした土の文様
を貼り付け、箆等で成形し、彩色を施すというのが大概の技法とされている。この様な技
法が用いられたのは、未からの技法を取り入れたか、あるいは宋風彫刻に好んで用いる日
本の考案と言われ、どちらにしても中国の影響と言われてきた。また効果については文様
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を木像自体の表面に彫るより簡単であるし、衲衣に刺繍された厚みがそのまま表現される
という利点があるというところであろう。この点については、ラオスのレンセーンについ
ても同様のことが言えよう。
結びにかえて
以上、ラオスの塑像の制作・修復方法に着目し、比較できるよう日本の塑像の制作方法
を挙げながら、現地での聞き込み調査の結果をまとめてみた。さらに最終的には、いかに
修復を施すのが適しているのかという問題について考察し、修復材料の分量の実験を行う
とともに、適切と思われる修復過程を合成写真などを用いて説明した。この報告で記した
のは塑像の制作・修復方法に限られるが、木彫や石仏の修復方法という点については、今
後の課題としたい。
今回の報告で解明できた点は必ずしも多くはないが、口伝であるラオスの塑像の制作・
修復方法を紹介し得たこと、またルアンプラバンの仏像の形体別名称を現地での呼称に沿
ってリスト化し得たこと、この2つの点は従来まったくなされてこなかったことであると
いってよかろう。この点をささやかな成果として本報告を閉じることとしたいへ
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ラオス･ルアンプラバン地区仏像形体別名称一覧
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以上の表の作成に当たり、「世界遺産ラオス・ルアンプラバン地区仏像修復の調査・研究」に研究随行員
として同行した､身延山大学OB菊池伸洋･木村慈法（良勢）両氏の多大なる協力を得た。記して感謝を
表する次第である。
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